
プログラマッピング導入に対して、「担当する教諭が誰であれ、操作
方法を短期間で習得できるかが不安でした。しかしエプソンの授業ア
ドバイザー有償派遣サービスを利用すれば、そうした懸念点をクリアで
きると思いました。なるべく早く取り入れたことで、子供たちの学びの
タイミングに合わせることができました」（才田教諭）。

一般的にどの学校でもICTが得意な
教師と、苦手な教師がいる。そのなかで、
全員がICT教材に対する理解度を同じレ
ベルに達成したうえで導入を進めるのは
難しいという。そうしたことをふまえて、
子どもの学びに応じた教育を提供するた
めに外部サービスを活用することにため
らいはなかったと話してくれた。

型スキルである問題解決能力や創造性や論理的思考力、そして協調性
というような資質、能力を育む学びです。
この学びのなかでプログラマッピングを
活用することが非常に効果的であると
考えて、私は戸田市の校長会でご紹介し
ました」（小髙 美惠子氏）

「プログラマッピング」
授業アドバイザー
有償派遣サービスの活用事例
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今回取材で訪れたのは、戸田市立戸田第二小学校だ。4年生の総合学習の授業では、
簡単なプログラミングでプロジェクションマッピングを作ることができるアプリ「プロ
グラマッピング」を活用して、学校内の安全啓発活動に取り組んでいる。子どもた
ちの創作意欲を高めるのはもちろん、クラスメートと活発にコミュニケーションし
ながら、プログラミング的思考を育む授業を実践した、同校の事例を紹介する。

実社会につながる実践型授業を実現！
プログラミング×プロジェクションマッピングの教材

「プログラマッピング」

プログラマッピング導入のきっかけとなったのは、埼玉県戸田市教
育員会の「学校経営アドバイザー」として校長や教職員の伴走支援を
行う小髙 美惠子氏だ。小髙氏は定期的に行われている校長会でプロ
グラマッピングの紹介をしたという。その理由について、プログラマッ
ピングが埼玉県戸田市教育委員会の掲げる教育理念にマッチしてい
たからだという。
「教育理念のひとつのPBLは、社会に拓かれた誰かもしくは何かの

課題を解決する活動として、子どもたちの未来を切り拓く探求者とし
ての資質、能力の育成を目指す実践型探求学習です。まさに21世紀 校長を経て、学校経営アドバイザーとして

活躍する小髙 美惠子氏。

プロジェクションマッピングで、実社会につながる実践型の学びを追求01

「プログラマッピング」導入の経緯を話す、
教頭の才田 真弘教諭。 授業アドバイザー有償派遣サービスの授業風景

必要なときにすぐに学びを提供する。成長に合わせたタイミングも重要02
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実際にプログラマッピングを取り入れたことは、現場で教える先生に
とって助けとなったのだろうか。山崎教諭は「これまで児童の活動に広

授業にプログラマッピングを取り入れたメリットについて山崎教諭
に尋ねると、「動くところが一番のポイントです。動くと、みんなが見て
くれるし、興味をひきやすいですよね。それにアウトプットの幅が広が
り、子どもたちが非常に楽しそうに取り組んでくれていました」と回答。

通常はパソコン上で作るだけ。しか
しプログラマッピングの場合、どう動
かそうか？　ストーリーをどうしよう
か？色をどうしようか？など、グルー
プ内の意見が活発に出る。そこから
“ああじゃない？ ”“こうじゃない？ ”
と話し合うことで協働的な学びが実
現できたという。

今回の取り組みについて小髙 美惠
子氏は、「自分の考えが形になり、目

後日、保護者向けに改善を重ねた安全啓発活動を披露する機会があ
り、見学した保護者からは、クイズ形式にしていて面白かった」「投影内
容もはっきりと見える。かつ動きがあるので注意喚起につながる施策
だと思った」「1年生をターゲットにしていてわかりやすく、動線も考え
られていてとても素晴らしい！」など評価する意見が多数。「文字や絵
が小さめだったので大きくしたらわかりやすくなりそう」や「音をつける
と気づきやすいかも！？」など大人の視点から見た改善点についてのア
ドバイスもあった。

子どもの可能性を広げるために先進的な取り組みを続ける戸田市立
戸田第二小学校。今後、プログラマッピングを活用して、どんな学び
を展開していくのかが楽しみだ。

がりがないことに課題を感じていたが、プログラマッピングを活用す
ることで解決された」と話した。

また新しいことに挑戦しようとすると、教師はいつも事前準備に時
間がかかる。しかしエプソンの授業アドバイザー有償派遣サービスを
利用したことで、講義を聴いた児童たちは操作方法を即座に習得。教
師が機器の使い方やプログラミングの指導をしなくても、児童が自走
しながら学んでいったのが良かったと振
り返っていた。今後は図工の授業などで
も取り入れたいと山崎教諭。「図工で作っ
た作品に対して、プロジェクターで映像
を映しながら、一つの作品として見せる
というような取り組みにも挑戦したいで
す」（山崎教諭）

小学校時代の先生に憧れ、教師になったという山﨑敦史教諭。

動画では鬼のキャラクターが登場。
廊下を走ってはいけないと注意喚起をする。

保護者たちが投影したものを見て
感心する様子。

担任の先生目線の有償派遣サービス内容03

自分たちで課題を見つけ取り組むところで自主性や協調性も育まれる04
の前の空間で動き出すため、ビジュアルでフィードバックがなされる点
が魅力的です。例えば、プログラミング教材は仮想空間内でロボット
が動くというように、仮想空間内だけで終わってしまいます。現実世界
と仮想空間を重ねていけることはプログラマッピングにしかない強み
ではないでしょうか」と語ってくれた。


